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１．モノと人間の関係を読み解く
　当研究室は「物質文化論研究室」と称し、私が担当して
いる学部・大学院のゼミなどの名称は「物質文化論」であ
る。すなわち、私の研究は総じて言えば物質文化研究の中
にある。
　「物質文化（material culture）」とは、人間が生活を営
む上で使われるモノの総体を指し、物質文化研究はそうし
たモノと人間の関係を読み解くことであると考えられる。
もともと物質文化は文化人類学の用語であったが、考古学
や民俗学、民具学などの分野にも拡大して用いられている。
さらに言えば、建築史や歴史学などにも広げることができ
る用語であろう。
　物質文化すなわちモノと人間の関係は、人類史において
は旧石器時代の道具の使用に遡り、広範な人類文化の中に
認められる。換言すれば、物質文化は全人類史、全人類文
化を貫く基礎的なものであると言える。
　物質文化すなわちモノと人間の関係は、人間の生活、社
会、習俗・宗教など多岐にわたっている。たとえば、列島
の縄文時代を例にとれば、狩猟・採集には弓矢や石皿・磨
石をはじめとする多くの道具が用いられ、衣食住などの生
活は土器・石器、編み物、竪穴建物など多種多様なモノに
支えられていた。石器石材である黒曜石などの流通は人間
の経済活動であり、死者が葬られた墓は社会や習俗の反映
であった。さらに、土偶や石棒は宗教に関わるモノと考え
られている。
　こうした多様な物質文化は、人類史、人類文化において
複雑に連関しながら展開してきたのである。
２．フィールドワーク
　物質文化研究を標榜する当研究室がこれまで行なってき
たフィールドワークは、以下のようなものである。
　　千葉県安房郡白浜町見上遺跡の発掘調査
　　静岡県賀茂郡南伊豆町下条遺跡の発掘調査
　　新潟県佐渡郡羽茂町羽茂祭りの民俗調査
　　新潟県両津市鷲崎観音寺の墓標の調査
　　東京都利島村長久寺の墓標の調査
　　東京都利島村八幡神社遺跡の発掘調査
　　千葉県安房郡渡度山前遺跡の発掘調査
　　千葉県安房郡丸山町の石造物の調査
　　千葉県市川市妙好寺の墓標の調査
　　東京都狛江市の墓標の調査
　　東京都狛江市泉龍寺の位牌の調査
　　岐阜県白川村の考古資料・民具資料の調査
　このような当研究室の考古学、民俗学などのフィールド
ワークは、先述のような物質文化研究の上に立脚している。
また、当研究室の卒業論文・修士論文・博士論文のテーマ
は、紙幅の都合上具体的にあげることはできないが、考古
学と民俗学、自然科学、歴史学などの学際的、総合的研究
をめざしたものが多い。
３．近世考古学の世界
　ここでは、当研究室の研究テーマの中心である近世考古
学について述べることにしたい。近世すなわち主に江戸時
代を対象とする考古学は、日本考古学のなかでは新しく登
場した分野である。1970年頃から近世考古学を体系的に構
築しようとする方向性が生まれ、江戸遺跡の発掘件数が飛
躍的に増加したのは1980年代中頃以降であった。それは、
1980年代後半のバブル経済のなかで都市の再開発が急激に
進行し、東京の地下に埋もれている江戸遺跡が壊滅の危機
に瀕していたことによる。
　近世考古学は現代に近い時代を対象とするため、必然的
に現代との関わり、すなわち現代との連続性と非連続性を
考えざるを得ない。近世考古学は現代とつながる考古学で
ある。
　近世都市の考古学的研究は、近世考古学の中で中心的な
役割を果たしてきた。その対象は、①江戸・京都・大坂の
三都、各藩の城下町、②宿場町・門前町などの在郷町、③
長崎など海外との貿易都市に大別できる。
【①江戸・京都・大坂の三都、各藩の城下町】
　江戸・京都・大坂の三都および仙台・小田原・名古屋・
金沢・徳島をはじめとする各藩の城下町では多くの発掘調
査の事例が蓄積され、都市の諸相が明らかにされてきた。
　三都および各藩の城下町の考古学的研究の方向性として、
第一に土木工事や都市施設の敷設という城下町の開発の問
題がある。江戸城、大坂城、仙台城、金沢城などの城郭で
は、本丸・二の丸・三の丸や門、堀や惣構などの発掘調査
によって、石垣普請をはじめとする土木工事の実態が明ら
かにされている。
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　第二には、都市の社会的・文化的特質の問題があげられ
る。武家屋敷、町屋や寺社などの遺構・遺物は、都市に住
む多様な身分・階層の人々の生活実態を示している。
　江戸では、大名屋敷の御殿・長屋などの建物、旗本・御
家人屋敷や組屋敷、町屋の表店・裏長屋などの建物、寺院
の建物、庭園、井戸、土蔵、地下の収蔵施設である穴蔵（地
下室）、麹室、ごみ穴、土取り穴、植栽痕、塀、溝などが
発掘されている。
　都市の寺院に営まれた墓は、武家や町人など被葬者の身
分・階層の表徴であった。江戸では、将軍・大名、幕臣、
藩士、町人という墓制の秩序が認められ、将軍・大名の墓
制の秩序が寛永期に先行して確立し、その後、17世紀後葉
から18世紀前葉に幕臣などの墓制の秩序が確立したと考え
られる。
　また、江戸の大名屋敷と城下町や国元、大坂の蔵屋敷と
国元との関係などが論じられており、三都と各藩の城下町、
国元との関係が明らかになりつつある。
【②宿場町・門前町などの在郷町】
　宿場町・門前町などの在郷町の発掘調査は、伊丹郷町、
東海道の藤沢宿、京街道の枚方宿、西国街道の四日市宿を
はじめとして各地で行われている。
　在郷町の考古学的研究の方向性の一つは、遺構・遺物を
通して、三都・各藩の城下町と在郷町、さらに在郷町と村
落との関係を究明することである。各々の町の成立、発展
と拡大の様相を比較すると、土蔵や瓦葺き建物、庭園、墓
標などに加えて、髪飾り・化粧道具、煎茶道具、喫煙具、
灯火具・暖房具、植木鉢などは三都・各藩の城下町から在
郷町にやや遅れて伝播したようである。また、下肥、薪炭、
野菜や在地産の焼き物などは、町と村の関係を示すもので
あった。
【③長崎など海外との貿易都市】
　海外との貿易都市の発掘調査は、堺、平戸、長崎などで
行われている。堺は中世の国際貿易都市、自治都市として
発展したが、慶長20年（1615）の大坂夏の陣で焼失し、幕
府は堺奉行所を置いて都市を復興した。17世紀初頭から糸
割符制度下の貿易拠点の一つとなったが、18世紀以降は擂
鉢、鋳物、瓦などの生産地として発展した。発掘調査によっ
て、中世の環濠都市遺跡から近世都市遺跡への変遷過程が
明らかにされている。
　長崎は、中国に対する琉球（薩摩）口、朝鮮に対する対
馬口、アイヌに対する松前口とともに、「四つの口」の一つ、
オランダ・中国に対する長崎口にあたる。発掘された港市
長崎の様相は、近世における日本と海外との関係を直接示
すものであった。
　当研究室が標榜している学際的、総合的な物質文化研究
の一つは、上述のような近世考古学の世界である。それは
考古学、民俗学、民具学、歴史学、人類学、生態学等の学
問の境界を越えた、大きな全人類史あるいは全人類文化の
研究に含まれているのである。
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